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三井化学株式会社 

 

インド駐在事務所の開設について 

 

当社（社長：藤吉建二）は、この度、インドのデリー市内にインド駐在事務所を設置し、本日開所式

を行います。本駐在事務所はエラストマー事業の市場開発支援の加速、および全社横断的なインド

市場調査・市場開発支援・インド各州の事業環境調査等を目的としており、インドにおける当社初の

拠点となります。なお、組織上は、シンガポールに本社を置く当社１００％出資の三井化学シンガポ

ール社（本年４月１日に「三井化学アジアパシフィック」社に改称予定）内に設置いたします。 

 

＜インド駐在事務所の概要＞ 

１．名称  三井化学シンガポール社 インド駐在事務所 

２．役割 エラストマー製品（タフマー®）の市場開発支援 

 およびその他事業の市場調査・市場開発支援・事業環境調査 等 

３．設立年月日 ２００６年１１月１３日 

４．人員体制  駐在員 ２名 ・ 他 ３名  計 ５名 

５．所在地  デリー市サケット 

 

エラストマー事業については、タフマー®（α―オレフィンコポリマー）を中心に自動車や包材用途

を主とした市場開発支援を行います。タフマー®は、主に熱可塑性汎用樹脂の改質材や軟質成型材

料として使用される製品であり、現在当社は同製品分野において世界トップレベルのシェアを占め

ております。急速に拡大するインド市場での事業活動を強化し、今後世界トップレベルシェアの維持

および拡大を目指します。 

 

さらに、エボリュー® (メタロセン直鎖状低密度ポリエチレン)・ＰＴＡ・電材製品等のインド市場開発

支援、およびポリプロピレン（以下ＰＰ）自動車材の需要拡大に対応するためＰＰコンパウンド等の現

地事業化に関わる支援を行っていきます。 

 

当社は、今般作成したグランドデザイン（三井化学グループの経営の基本骨格）の中で、目指す

べき企業グループ像（「化学」「革新」「夢」の三井化学～絶えず革新を追求し、化学のちからで夢を

かたちにする企業グループ）と長期経営目標を新たに定め、その実現のために３つの事業ポートフ

ォリオ（機能材料事業、先端化学品事業、基礎化学品事業）を構築しました。今後著しい成長が見

込まれるインド市場の積極的な開発などを通じ、各事業の拡大を図って参ります。 

 

 

以上 

 

本件に関するお問合せ先 

三井化学株式会社 ＩＲ・広報室長 時枝 龍  （ 電話 ０３－６２５３－２１００ ） 


